
概  要  

洞爺湖町リサイクルセンター  花美館  

北海道虻田郡洞爺湖町花和2 5 5 - 3  

平成1 5年6月  

平成2 8年5月～平成2 8年1 1月  

9 , 5 3 2㎡  

1 , 7 2 7㎡（処理棟1 , 6 4 2㎡、事務所計量棟8 5㎡）鉄骨造折板葺  

ばんけい発酵エースシステム  

受入れ  設  備：計量機  

破  袋  設  備  ：生ごみ供給ホッパー、ベルトコンベアー、二軸破袋機  

エアーレーション設備：循環式エアーレーションブロアーVA26Ⅱ型 ( 2台 )  

発  酵  槽：床面積6 3 4 . 2㎡ ( 1槽1 0 5 . 7㎡×6槽 )  

選  別  設  備：堆肥供給ホッパー、ベルトコンベアー、振動篩機  

脱  臭  設  備：担体充填生物脱臭 (ロックウール )装置  

生ごみ処理量：1 , 2 0 0トン /年  たい肥生産量：6 0 0㎥ /年  

処理フロー  

家庭系生ごみ  
事業系生ごみ  
最大4トン /日  

計   量  

破   袋  

混   合  

仕   込  

第１次送気発酵  
（約1 4日間）  

送気堆積発酵  
（約1 4日間）  

ふるい選別  

熟  成  保  管  
（約1 2 0日間）  

出   荷  

副  資  材  
破砕チップ  
1 . 5トン  

もどし  たい肥  
 

8トン  

もどし  たい肥として  

オーバーサイズ  

ビニール袋など  不要物除去  

１．もどしたい肥を利用し  

  た連続循環発酵方式  

  ( 冬期間でも加温不要）  

 

２．微生物の力による発酵  

  分解の原理の基に、人  

  的関与を重要視し極力  

  機械設備をシンプルな  

  ものとしている  

 

３．発酵分解作用への人的  

  関与を基に、たい肥の  

  熟成度を高め成果物   

  （たい肥）の品質向上  

  を目指すシステムと  

  言える  

名   称  

所  在  地  

操業開始  

改修工事  

敷地面積  

延床面積  

処理方法  

主な設備  

 

 

 

 

 

処理能力  



事務所横の計量器で生ごみ
の重さを計ります。 

トラックスケール 

ビニール袋 など 

ふるいに残った大きな物 など 

発 酵 槽 発 酵 槽 発 酵 槽 発 酵 槽 発 酵 槽 発 酵 槽 

生ごみ 

 

たい肥 

 

副資材 

 

ごみ 

 

送気 

 

脱臭 

 

たい肥 もどし たい肥 

混合槽で混ぜ合わせた生ごみを、微生物の力を使って空気を送りながら、重機を使った

切り替えし作業を行い、約 14 日間 発酵させます。その後、槽を移して再び14日間発 

発 酵 槽 (はっこうそう) 

酵させると、生ごみは分解され、たい

肥になります。発酵時の温度は 60～

80 ℃にもなります。 

各槽から発生する臭いを集
め、臭いをろ過して外気に
排出します。 

脱臭槽(だっしゅうそう) 

生ごみを一時保管します。 

受け入れ槽(そう) 

発酵槽内の温かい空気を取
り込み、それを発酵槽の床
下から送風して、たい肥の
発酵を促進します。 

ブロアー室 

エアレーションブロアー 

副 資 材 
(木くず) 
置 き 場 

たい肥は家庭菜園などで、有効に
使われます。 

おおまかに袋を取りのぞき
木くずともどしたい肥を混
ぜます。 

混合槽(そう) 
 

二軸破袋機で袋を切ります。 

破袋(はたい)設備 

ふるいにかけて
ビニール袋や、
まだ分解されず
大きく残ってい
る物を取りのぞ
きます。 

振動ふるい設備 
 

熟成槽 
(じゅくせいそう) 

完成した たい肥 
置き場 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 


